
平成２５年度の基本方針（事業計画）と自己点検・自己評価と外部評価について

基本的運営方針 評価項目

1 （１） 900,000人 人 101.7%

（２） 10,000人 人 207.3%

（３） 495,000点 点 92.7%

（１） サービス体制の充実 （４） 5,000冊 冊 168.0%

① 山梨関係の情報や、仕事や暮らしに役立つ資料の紹介、展示を検討し、 （５） 844,000点 点 98.9%

実施する。 Ⅱ （７） 20,000人 人 62.3%

② 障害のある人や外国人、高齢者等へのサービスを実施する。 Ⅲ （９） 337,000アクセス アクセス 83.9%

③ レファレンス機能の充実を図る。 （１３） 57,000件 件 78.5%

④ 利用者アンケートの分析、利用状況の把握を行い、サービス体制を整備 （１４） 70件 件 134.3%

する。 （１５） 1,200件 件 69.7%

（２） 子ども読書活動推進事業の実施 （１６） 20人 人 165.0%

① 子ども読書支援センターの機能と活動の県民への周知を図る。 （１７） 1,500人 人 83.5%

② 人材育成のため、児童青少年サービスに関わる人を対象とする研修会 （１８） 2,600冊 冊 118.0%

を実施する。 （２１） 20,000人 人 62.3%

③ 普及・啓発のため講師の派遣や実技ガイドの作成を行う。 （２２） 3,200人 人 86.2%

④ 読書推進プログラムの研究・作成のため、アニマシオン等のモデル事業 （２３） 77,500冊 冊 98.8%

を実施する。 （２４） 5,900アクセス アクセス 44.5%

⑤ ＮＰＯ法人との協働事業を継続・拡充する。 （２５） 500枚 枚 106.2%

⑥ 学校支援セット貸出や職場体験・インターンシップ受入等各種学校への

支援を行う。

2生涯学習環境の充実

（１） 図書館資料の充実 （３） 495,000点 点 92.7%

① 重点資料収集、年間購入計画を決定し、県民の学習活動や調査研究 （４） 5,000冊 冊 168.0%

の要望に応えるための資料の充実を図る。 （５） 844,000点 点 98.9%

② 電子書籍の充実及びＷｅｂ上での表示の工夫を行う。 Ⅱ （８） 1,000冊 冊 105.0%

③ 蔵書点検を実施し、その内容の検証を行い、次年度の計画に活かす。 Ⅲ （９） 337,000アクセス アクセス 83.9%

（２） 新システムの整備・充実 （１３） 57,000件 件 78.5%

① 障害時の報告と問題点・対応等の確認・検証を行い、検索手段の向上 （１４） 70件 件 134.3%

等誰もが利用しやすい環境・手段を整備する。 （１５） 1,200件 件 69.7%

② 電子書籍活用のための研修会、イベント等を企画し実施する。 （１８） 2,600冊 冊 118.0%

③ ホームページの内容を再検討し、活用を図る。 （２３） 77,500冊 冊 98.8%

④ 地域デジタル資料活用のための館内職員組織をつくり、計画的な活用 （２４） 5,900アクセス アクセス 44.5%

を検討・実施する。 （２５） 500枚 枚 106.2%

3

（１） 交流事業の充実 Ⅰ （４） 5,000冊 冊 168.0%

① 交流促進・にぎわい事業（館長企画事業）について準備し実施する。 （１９） 85,000人 人 116.4%

② 交流促進・にぎわい事業（図書館企画事業）を企画検討し実施する。 （２０） 56％ ％ 112.5%

③ 交流促進・にぎわい事業（共催事業）を検討し実施する。 （２１） 20,000人 人 62.3%

（２） 県内相互貸借資料の搬送体制の確立

① ブロック、拠点館案を作成し、ブロックの聞き取りを実施する。

② 新ブロックﾙｰﾄ案を作成し、図書館協力担当者会議を開催する。

③ 平成２６年度から新ブロックルートで巡回開始する。

12,459

・入館者、登録者及び貸出数などの実績
値は高く、多くの県民に周知され利用され
ている。新館として改善されたので施設と
しての利用が増加しているのは当然とも
いえる。開館前に想定した以上の利用に
対応する職員の配置やサービス内容の
検討も必要である。
・子ども読書支援センターは着実に活動
を行っており評価できる。さらにその機能
や活動についての周知を図り、積極的に
事業を進めてほしい。

・蔵書の増加についてはほぼ目標値に達
しているが、他県と比較すると決して十分
な量ではない。今後も引き続き蔵書の充
実に努めるべきである。特に地域資料に
ついてはさらに積極的な収集が必要であ
る。
・新システムに移行し、ホームページでの
新たな情報発信や電子書籍のサービス
などが可能となったが、まだ充分に活用さ
れているとはいえない。利用できるコンテ
ンツの充実と積極的な広報活動による周
知などが必要である。

・閲覧エリアと交流エリアを配置し、利便
性の高い施設として多くの県民が集う場
としてよく活用されている。施設利用によ
る図書館の機能やサービスの利用をさら
に進める必要がある。
・協力貸出数が大きく伸びており、事業へ
の期待が大きいことを窺うことができる。
県内図書館のリーダー的存在として相互
協力環境の整備に努めてもらいたい。

63

県民の活動を支える交流事業の充実及び県内相互貸借
資料の搬送体制の確立 ・交流エリアを中心に、多様な県民活

動の場として図書館が活用された。
・全体として交流エリアの稼働率は高
く、利用者数も目標値とした昨年の実
績を大きく上回った。
・しかしながら、図書館による主催・共
催事業は、対象を絞り込んだ小規模
のものが多くなった。
・開館記念事業が中心の前年度を基
準としたため、図書館企画事業の参
加者数は目標値を大きく下回った。
・主催事業の企画内容や、共催事業
における連携のあり方について、さら
に検討する必要がある。
・相互貸借資料搬送事業の円滑化に
より、協力貸出数は目標値を大幅に
上回った。

8,400

Ⅴ
98,907

　交流エリアの各施設を県民の学習活動、文化活動の展示・発
表の場、自己実現を図る場として提供するとともに、県民の読書
推進や図書館利用に結びつく多彩で魅力あるイベントや講座等
を実施することにより、交流促進とにぎわいの創出を図る。図書
館の主催・共催事業として、施設の機能、資料を活用した内容を

　平成２６年度に向けて新たな定期搬送ルートを設定し、円滑な
搬送ができるよう相互貸借資料の搬送体制を確立する。

Ⅵ
76,595

2,628

531

　新システムの障害時には、詳細な検証を行うと共に、電子書籍
等のシステムコンテンツの円滑な活用方法を検討し実施する。

1,050

282,775

Ⅳ

44,767

94

836

3,069

Ⅵ
76,595

2,628

531

・新館開館に合わせた資料の特別購
入事業が終了し、旧館以前の予算規
模での目標設定としたため資料の収
集整備は概ね計画通りだった。
・しかしながら、新館では想定以上の
多くの利用があり、図書館資料につ
いても多種多様で幅広い要望が寄
せられており、蔵書規模の拡大が必
要である。
・新しい情報システムによりインター
ネット上で提供するサービスを拡大
し、コンテンツの充実を図ったが、追
加・更新は十分でなく、ホームページ
へのアクセスは落ち込み傾向にあ
る。
・Webサービスの内容の更新サイクル
見直しや、電子書籍、デジタルアー
カイブのサービス等のコンテンツの拡
充が必要である。

　県立図書館として図書の充実を図るため、蔵書構成、利用状
況等を考慮しながら、資料収集を行う。 Ⅰ

458,664

8,400

834,896

33

1,252

3,069

Ⅴ
12,459

2,759

834,896

12,459

　新たに子ども読書支援センターで、「子ども読書活動推進事
業」を開始する。

282,775

Ⅳ

44,767

94

836

自己点検・自己評価 外　部　評　価

サービス体制の充実と子ども読書支援センターを拠点とし
た「子ども読書活動推進

Ⅰ

915,452

・開館当初想定していた50万人を大
きく上回る来館者があり、入館者の伸
び率以上の新規登録者があった。
・全般的に利用度は高く、多くの県民
に親しまれる施設となっている。
・図書館の資料やサービスの利用も
多く、個人貸出件数は、目標とした開
館年度並みの数値からは若干下
回ったものの、旧館の5倍以上と依然
として高水準である。
・子ども読書支援センターの事業も着
実に実施しており、対外的な講師派
遣などは目標値を大きく上回った。
・一方、研修会や視察・ 見学、おは
なし会等への参加者は減少傾向に
あり、企画内容や運営方法について
の検討が必要である。

20,732

458,664

　県民の学習活動や調査研究への要望に応えるため、様々な
サービスを提供し、県民の自己実現に資する。

8,400

平成２５年度　基本方針 重　点　目　標

関連する
評価指標 平成２５年度

目　　標　　値
平成２５年度
実　　績　　値

達成率


